
あしたの星

公開オーディション

日程：

場所：新潟市北区文化会館(新潟市北区東栄町1丁目1−5)

主催･共催：NPO法人アートキャンプ新潟･東海･北陸ブロック障害者芸術文化活動広域支援センター
問合せ先：東海･北陸ブロック障害者芸術文化活動広域支援センター

坂野･菅井 TEL:025-530-7264 Eメール:info@niigata-artbrut.net
特段の事前申し込みは不要ですが、差し支えなければ連絡先までご一報をいただけるとありがたいです。

いよいよ出演者が決まりました。

なんとなく分かっていましたが、早くも波乱の予感。

予測不能なステージをぜひ見に来てください。

【出演者】

・YOHKO

・K-SUKE

・テキサス･ハリケーン

・夏野 やえ

・金内 結

・本間 友一朗

・姉さん＆ゆるきゃらシスターズ

・ドリームカレッジレインボー

・栗林 瑶昌

・渡辺 礼子

・恋路 姫之丞 ...他

【えきしびじょん】

・エンジェルスター＆レインボー(前回ぐらんぷり)

【すぺしゃるげすと】

・TOMOSUKE

ダンス

歌

ジャグリング

演奏

女装

朗読

その他いろいろ



TOMOSUKE
デフ(聴覚障害者)ダンサー
サインバーフォーマー
得意ジャンルはJAZZ･Hiphop
2歳で耳が聞こえなくなるが、コミュニケー
ションの訓練を受けて、健常者と同じ普通学
校に通った。13歳の時にダンスを始め、デフ
によるダンスユニットでの活動を経て、現在
はソロ。
首都圏を中心に、各イベントへの出演やサイ
ンパフォーマーの指導を行っている。
現在、手話歌コーディネーターとして活動中。

あしたの星 とは

『自分をステージで表現してみたい。』
こうした思いを抱え、地域でふつふつと過ごされているかたが結構いるのでは?
では、その表現できる場を用意すれば、何か面白いコトが起こるのではないか?
そんななんとなくの思いから、パフォーマーの公開オーディションを開催してみようとカタチになったのが
あしたの星☆です。
障がいのある方もない方も(見に来てくれる方も)、誰にも制限されることなく楽しめるステージ。
構想から開催まで残された準備期間は3ヶ月。見切り発車での企画でしたが、認定NPO法人クリエイティブ
サポートレッツの『スタ☆タン』の取組みを参考にしながら、事業を組み立てていきました。
結果、初の取組みにも関わらず40組の申し込みがありうち18組の方から発表してもらいました。
歌、演奏、コント、ダンス、女装、審査員と喧嘩をはじめる …etc
繰り広げられる数々のパフォーマンスに会場は得体のしれない笑いとカオス感につつまれていました。
はっきり言って、中毒性があります。
だから主催者の身勝手で2回目をやるんです。
一度、見るともう虜でしょう。
最初は誰かの表現の場づくりと崇高な目的を掲げていましたが…
今となっては関係ありません。
予測がつかないことはワクワクしますね～
分類できないことはドキドキしますね～
どう反応してよいか分からないことは気まずいですね～
面白いことは面白いですね～
つならないことはつまらないですね～
そんな出会いに期待を込めて。

今回はスペシャルゲストとしてTOMOSUKEさんも駆けつけます。
さらに収拾のつかなくなったステージを目の当たりにしてください。


